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会員の皆様 周りの景色は秋色に変わり、朝夕は冷えるようになってきましたが、その後も 

お変わりなくお元気ですか。 

この会員便りが皆様のお手元に届くころは2017年後半期の真っただ中、交流の集いも

無事に終わっていることでしょう。次の行事である10月末の散歩会、11月開催予定の第

2回ボランティア全員集合の案内と12月始めに開催予定の忘年会の案内も出来上が

り、この号に載せることが出来るはずです（追記・巻末をご覧ください）。 

今年前半期を振り返りますと、Klub Japanでは1月に新年会、３月に 交流の集い、  

5月に総会、インフォーメーション会、8月にボランティア全員集合の集まり、9月に交流の

集いを開催し、その合間を縫って、5月に ENJA・欧州日本ネットワーク の集会に高齢者

を援助している団体として出席して 色々良い勉強をさせていただき、 6月には日本人会

25周年記念の式典にお祝いのために出席いたしました。 

2017年はコペンハーゲン市より受けた援助資金を利用し、Klub Japan では会員の 

中でも ボランティアとして活動しているメンバーのために ネットワークと話し合いを主旨と 

した会合を開いています。 すでに第1回目は8月20日に開かれ、普段は個々に活動し

ているボランティア同士が顔を合わせ、交流をはかることが出来ました。またこの場で、新し

く発行する 【訪問援助の手引き】の 紹介と意見交換も行うことが出来ました。次回は

11月19日に開催予定です。ボランティア会員同士のネットワークを作り上げ、自由にボラ

ンティア活動についての質問、意見を出し合えるという素晴らしい場が生まれ、これからもボ

ランティア会員同士が話し合いを通じてより良い奉仕活動ができるように頑張っていくつもり

です。   

                                                                                (次ページへつづく)           

ごあいさつ 
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Klub Japanから新しい計画のお知らせです。 

Klub Japan は5月の欧州日本ネットワーク・ENJA大会に参加した際に、日本は大

阪に本部をおく 特定非営利活動法人【Nippon Active Life Club】、略して 

ƯƢƭƤ ( Ṗという、遠距離介護及び時間預託制度を設けている団体の話を、

英国で¬ナルクイギリスºを立ち上げたという方から 教えていただきました。 

その後、もっと詳しいことを知るために、ナルクイギリスと 日本の本部へコンタクトをとりま

した。最終的にはナルクイギリスへ日本の本部から委託される形で、Klub Japanの為

に 英国で研修会が開かれる運びとなりました。Klub Japan 理事が9月30日に渡英

して、ナルク イギリスで開かれたエンディングノートのワークショップに参加、引き続きナル

クについての研修会に出席して、ナルクの仕組み、ナルク会員の特典、ナルクデンマーク

となった場合の特典、ナルクに関する事務的書類など詳細の知識を得て戻りました。 

現在の日本のNALCの会員相互の時間預託活動は、会員によって作られた全国４

０の都道府県138の市町村にある活動拠点でのボランティア活動です。将来は 全国

１,０００ヶ所に活動拠点を作り、全国ネットのＮＰＯ活動ボランティア体制を確立

する計画ということです。 海外拠点としては、ナルクUK、スイスナルク、ナルクオランダ、

ナルクUSAがすでに存在しています。 

この遠距離介護・時間預託制度を一言で言いますと、デンマークに住みながら、出来

る時に、自分が出来るボランティア活動で貯めたポイントを、将来困ったときに 自分の

為に使ったり、遠く離れたご家族の為に使ったりできる仕組みです。Klub Japan 理事

会が今、言えることは、これからナルクデンマークについて前向きに検討して、進めていく

方針だということです。 

今後会員の皆様には、ナルクデンマークの計画について、理事会のほうから順を追って

報告、説明してゆきたいと考えています。  

Klub Japan 理事会 
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3月26日 第7回 交流の集い より 

歌の部を担当する仲間は現在5人になり、たとえ年に二回だけの企画ではあっても、本番で上手にでき

るようとても励んでいます。催しに参加される皆さんと日本の歌を歌おうというのが目的ですが、日本を数十

年前に離れた方も多いため、選曲には結構時間がかかります。最近の傾向としては、誰でも知っているで

あろう曲に加えて、知らないかもしれないけれども日本のいい曲も、紹介するつもりで混ぜています。まだ一

度も参加されていない会員には、是非いつか参加していただきたく思います。         （大石彰） 

 

 

私はこちらに来て15年になりますが、日本に帰る度に新しい歌手、新しい歌の多さに驚きます。3月の交

流の集いでは、唱歌である「春の小川」や卒業式でおなじみの「仰げば尊し」、また比較的新しい「サントワ

マミー」や「川の流れのように」、この他2012年に歌われた「花は咲く」を歌いました。「花は咲く」を私自身

知りませんでしたが、この歌の会で教えてもらい、歌うようになりました。 

これからも、交流の集いで馴染みのある曲だけでなく、会員の皆さんがまだ知らないような新しい、そして

素晴らしい日本の歌も紹介していけたらいいなと思います。 

今回の交流の集いは、歌の他にも空手の試し割りにドキドキしたり、鉄子の部屋で大笑いしたり、盛りだ

くさんでした。また次回の交流の集いで皆さんにお会いできるのを楽しみにしています。   （芹澤典子） 

 

 

第一回目から歌わせてもらっている身としては、回を追うごとに仲間が増え、真剣さも増し、クオリティーも

上がり、今では年に二回の交流の集いへ向けての練習が大事なライフワークになっております。 

歌の会のメンバーとの練習はとても楽しく、その練習のための練習がこれまた楽しみになっている有様で

す。今では、歌うだけでは飽き足らず、ギターを始めました。あるとき練習の成果を義父に披露したところ

「林太郎はもう一つの言語を話せるのかっ！」と。要するに、歌う事また音楽を奏でる事はそれ自体が自分

と他者を繋ぐコミュニケーションのツールであるという事。これはとても嬉しい言葉でした。 

交流の集いにおける「日本の歌」は、ただ昔の歌を聴いて懐かしむだけに留まらず、正に音楽を通して会

員同士が繋がるような場であれば良いなと考える次第です。 

これからも、皆さんで音楽を楽しみましょう！！                      （渡辺林太郎） 

 

音楽を通じて深まるつながり 「交流の集い・日本の歌」  ---練習に集まるのも楽しく----  



 

4 

3月26日 第7回 交流の集い より 

まさか自分がボランティアでギター伴奏するとは思ってもみなかったんです。ギターを特に習ったこともなく、

youtubeなどを見ながら、見よう見まねで弾き始めたので自信もなかったのですが、歌ってくださる皆さん

が、心が広いというかなんというか、気持ちよく歌ってくれて受け入れてくれている感じがして、へたくそな伴奏

をしている私も嬉しくなりました。それと、集いがあるからギターをもうちょっと練習しようかな、というやる気も起

きます。他の歌のボランティアの皆さんと、練習で会うのもとっても楽しいです。         （松本るい） 

 

 

 少しずつ年齢に間隔のある私達5名、守備範囲も一曲を作り上げていく時の最重要ポイントも異なり、

練習中は毎回楽しい発見があります。 

この3月の集いでは「川の流れのように」や「仰げば尊し」の大合唱が聞かれ、私達の間からも、やっぱり

歌っていいね、という言葉が口々に出ました。 

歌うことの楽しさや幸福感を改めて感じ、これからも、新旧様々な歌でそれを共有していけることを嬉しく

思います。                                              （鈴木理子） 

 
  会員の皆さんに限り、下記のリンクより、¬KlubJapan・歌の部º による日本の歌の演奏を自宅のPCで再生鑑賞することが 

  出来ます。 

          https://www.youtube.com/watch?v=jyj7Y7GCNuI&feature=youtu.be 

          https://www.youtube.com/watch?v=kp_cD212XXk&feature=youtu.be 

          https://www.youtube.com/watch?v=ayb79fBClpY&feature=youtu.be 
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皆様、鉄子です～。 

3月以来のご無沙汰ですがいかがお過ごしですか、と続けたいところ、初回から正体がバレバレになってしまいまし

た。 鉄子の部屋は、もともとは、¢交流の集い をより充実させるためのアイデアはないか？という会長からの問いに

対して、元理事の一人から「会員同士をもっとよく知る機会やプログラムがあったらいいのではないか」という意見

が出て、それを受けてのことでした。 

なるほど、¢交流の集い では、顔見知りになることはできても、お互いじっくり知り合う余裕はありません。  それな

ら、「手っ取り早く会員ご自身に参加していただく企画で、¢徹子の部屋 みたいなノリで、ひとつ皆様 からお話を

聞いてみようじゃないか～」という発想に至ったわけです。初回、¢鉄子 が、なんだか得体のしれない設定になった

のは、それで少しでも皆様に興味をもっていただきたかったことと、鉄子役が、イベント好き、仮装好きだったからに

すぎません。綾子・クロイツアーさんには、「きっとお話が山ほどあるだろう」と理事会が見込んで、3月の第7回交

流の集いの場で、第一回目の大役をお願いしたわけですが、訳の分からない企画に積極的に乗ってくださり大正

解でした。 

そんなわけで、鉄子の部屋の中身は、種もしかけもありません。今後についても、ひたすら会員参加型の企画とし

て、会員の皆様へのインタビューが基本です。話の内容は得意技や自慢話の披露、楽しい旅の思い出、気にな

る話題の提案や提言、皆さんと共有したい話題などなど、何でもありです。はたまた、将来、鉄子が鉄男になるこ

ともあるでしょうし、お客様がグループになることも、人間でないこと！だって考えられます。 笑いが、免疫力を確

実に向上させ、健康を増進させてくれることは、医学的に証明されています。皆様、「 交流の集い¢に集まる同じ

アホなら、踊らにゃそんそん～」の気持ちで一緒に踊り、 鉄子の部屋¢で、奇想天外、思わず笑えるエライヤッチャ

の時間を、みんなでつくりましょう。 これからの¢鉄子の部屋 企画は、皆様からのいろいろなアイデアと積極的な参

加にかかっていますよ～！                                                                                        鉄子 

鉄子の部屋の中    



 

 3月26日 第7回 交流の集い より 

 

      

─ ─ ⅛╠─  

 皆さんの前で空手の演舞を披露するのは、第一回の交流の集い以来、二回目となりました。第一回

に引き続き、幾分肩に力の入った、少しぎこちない出来になってしまいましたが、本人と致しましては、

人様に観てもらう以上しっかりとしたものでなければと、久方ぶりに型の練習に打ち込み、型の面白さを

再確認することができました。本来、空手における「型」とは、空手の基本的な技や姿勢、また組手の

ような実践に必要となる動きを身につける練習です。師匠から弟子への技の伝承方法として受け継が

れてきました。 

ただ、極めて洗練された「型」とは、それだけで観るものを 

魅了してしまう力があるものと考えます。前回の僕の「型」で、 

をどれだけ魅了出来たか、いささか疑問符がつくところでは 

ありますが、もしº雪辱ºの機会を頂けるのでしたら、また 

いつか皆さんの前で披露出来るよう日々練習に励もう 

と思っております。                             渡辺林太郎 
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Klub Japan からのアンケート 

１．会員の皆様は、エンディングノートという言葉をご存知ですか？  知っている 知らない 

２．エンディングノートの説明会があれば出席したいと思いますか？  思う    思わない 

３．エンディングノートにどのような期待を持たれているか、ご意見を聞かせてください。 

アンケートの答えは 11月15日までに メールで klubjapan@gmail.com まで 送ってください。 
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（次ページにつづく） 

5月19日 第8回 ENJA大会（欧州日本ネットワーク）参加報告 

５月にコペンハーゲンで開催されたENJA （European Network of Japanese Associations）の第8回 大

会。ENJAの活動には、デンマークではデンマーク日本人会が何年にもわたり力を注いでこられました。私たちクラブジャ

パンも、今年のテーマが「欧州に在住する邦人の健全な 生活と今後」、ひいては高齢化がテーマということで 大会に

お誘いをいただき、勉強会や講演に参加して知識を得るとともに、欧州他国の日本人団体の方々とネットワークづくり

をする良い機会をもたせていただきました。 

二日間にわたって行われた大会のうち、私が参加させていただいた5月19日午後の高齢者施設見学と、同日午後の

オープンセミナー・3つの講演について、報告させていただきます。 

 

【高齢者施設見学】   

Holmegårdparken(ホルメゴーパーケン)は、デンマークにおける高齢

者施設の ¬走りº だったという古い歴史をもち、施設の所有自体はプラ

イベートですが、所在の ゲントフテ市の援助と管理の下で運営されてい

る、   いわゆる Plejecenter (老人ホーム+デイセンター)  です。

入居者120名に対し、従業員数225名。 

つい数年前まで施設長を務め、現在はHolmegård-parkenのコンセ

プトを用いたコンサルタント業務等を内外でこなしている、Connie En-

gelundさんに説明会と案内をしていただきました。 

今回の施設は特に、その幸運な（富裕層の多く住む）立地、2015年に完成したばかりの高機能で美しい建

物が前提となり、 ¬うまく行っている施設ºのお手本のように感じられました。とはいえ素晴らしく見えるのは「箱」の

せいだけでなく、建築デザインや運営の根底にある人間やケアに対する考え方に筋が通っていること、それらを現

実に落とし込んで行く手法やアイデアも豊富で こなれているからだということも、はっきりと分かりました。 

 

この施設の数ある特色の中で特にユニークであり、私の心に残ったのは、認知症の居住者の為に、安全性の徹底は

言うまでもなく、五感にうったえる設備のしつらえや介護を行っている点、また、従業員のケアとコミュニケーションをおろそ

かにしない点、最後に、病院でなく、この施設の中で死ぬという選択肢を持たせる取組みという点でした。特に最後の

点は、普段病院に勤務し人間的でない病院での逝き方を見て疑問を抱いていた私の目には、とても意味のある、し

かし大きな挑戦として興味深かったです。 

見学では、施設内の個人の住居の中も見せていただくことが出来ました。施設臭さがなく、『家』らしく住まわれていて、

とても良かったです。そしてそれを見た各国からの参加の方々が、施設のきれいさに一様に非常に感激されていたのが

印象的でした。 
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5月19日 第8回 ENJA大会（欧州日本ネットワーク）参加報告 

講演1・ キャラバンメイト/認知症サポーター講座について】  

ドイツは国土も広く、在独日本人も多い為、日本人会が各州や地域に分かれて存在し、横の連携がそれほどないと

か。そんな中、De-jak友の会は、在独日本人の高齢化問題に特化して取り組む団体として、全ドイツを対象に活

動しています。日本で厚生労働省の音頭取りで成長を続けている「認知症サポーターキャラバン」運動を、ヨーロッパ

に初めて導入しようとしたのがDe-jak友の会であり、2014年デュッセルドルフで開かれた講師養成講座にクラブジャ

パンから2人会員が参加したことの恩恵で、デンマークでも認知症サポーター講座を開けているという経緯があり ま

す。今回の講師はDe-jak 友の会のキャラバンメイト担当役員の西野文子さんで、日本で、始まった認知症キャラバ

ンの主旨、社会的意味、そしてヨーロッパに導入した背景やその苦労、意義、 さらには今後の可能性について、わ

かりやすく説明してくださいました。 

講演2・ もし自分の大切な人が、もし自 分自身に何かが起こったら】  

日本でケアマネージャーとして働いていたという背景を持ちスイスに移り住んだという リッチャー美津子さんが、外国人と

してスイスに住むことでいろいろ思う事、小さな町の老人/障害者施設で働きながらの体験を通して感じた驚きや 学

び、在スイスの日本人団体「ケアチーム・ジャパン」の役員としての活動、、、、などなどを、感情豊かに面白く温かく、

個人の視点に立って話してくださいました。「ケアチーム・ジャパン」はスイスナルクとしての活動もしている団体で、この

絡みで日本のナルクの紹介、欧州の先駆けとなった イギリスの話も紹介されました。 

【講演3・ 心と身体の切っても切れない 関係】  

現在は企業医として東京に勤務する松永優子医師が、現代社会や職場でのストレスについて勤務経験にもとづい

て話したり、ヨーロッパに何年か住んだことのある体験をもとにしながら、海外に住むストレスについて紹介してくださいま

した。心と体の老化、相互関係についての解説、さらにストレスの自己評価テストやストレスの一つの自己治療法とし

て注目されているマインドフルネスの取入れかたなども紹介され、参加者がマインドフルネスを試み、その効果のほどを

話し合う場も設けられました。 

それにつけても、このような機会によんでいただいて本当に有難かったですし、講演のみならず、お茶の時間等の他の

国の日本人団体の方々との交流、特に高齢者関係の活動内容や方法など、たくさんの情報が得られたことが非常

に大きな収穫でした。 遠路はるばる駆けつけ貴重なお話を素晴らしい資料と共に披露して下さった講演者の皆

様、そして何よりもホストそして会を取り仕切ってくださったデンマーク日本人会の役員の皆さんに心より感謝いたす次

第です。                                                   

Ɓ Ɓ   



感想：当日は、曇天、強風という、あいにくの日和にかかわらず、参加メンバーの皆さんの「雨が降らないだけラッ

キー！」というポジティブな姿勢で、楽しく歩ききりました。昼集合、歩き出す前に落ち着きのある公共図書館に座っ

ておいしい和食弁当をいただき、出発。湖沿いの大邸宅の裏庭を鑑賞したり首相官邸の近くを通ったりして、美しい

散歩コースを楽しみました。コースが終わる寸前に、ストレッチと筋力体操公園（？）を通りかかり、腹筋を試みたり

するお茶目な会員がいたりと、みんな元気いっぱい。雨にも降られることなく、無事にまた図書館までもどり、心温まる

カフェの丸テーブルで6人肩を寄せ合い、しばしまた楽しいひと時をすごしてお別れしました。 
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さんぽ会 報告 

さんぽ会2017 

散歩会2017年は、5月、6月、8月、10月の4回。 

開催日時、概要と感想を以下に書かせていただきます。 

 

第1回：5月31日（水曜日） 

テーマ：Lyngby湖の周りを一巡りする、この季節にぴったりの、 

花と自然を満喫するコース。全行程5キロ余り。           

鉄子もイチオシ 「情熱のおにぎり弁当」付。 

集合場所：Lyngby駅構内。                
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さんぽ会 報告 

第2回：6月28日（水曜日） 

テーマ：国連のビルでも有名なコペンハーゲンでもっとも新しいNordhavn開発地域を、趣向こらされた新しい

建築、水辺、ぽっかり残った緑地など取り混ぜて見ながら散策するコース、全行程約6キロ半。         

集合場所：Østerport 駅、その後バスでNordhavnの突端まで移動。お弁当は必要に応じて持参。 

（次ページにつづく） 
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さんぽ会 報告 

感想：最初からバスに乗り遅れたりとハプニングの連続だったこの回。岬（？）の突端に始まり、タイムスリップし

たみたいな漁村の小路を巡り、埃っぽい港湾道路を経て、小さなアーティスト村で休憩。その場で知り合ったスペ

イン人アーティストにフラメンコギターの即興演奏をしてもらったり極小ギャラリーを見学したり、、、と、不思議/たの

しい出会い沢山の小さな旅でした。 後半は話題の建築がたくさんのNordhavn、Århusgadekvarteret  で

ピカピカのマンションを見たり、駐車場の屋上公園から360度パノラマを楽しんだりし、最後はノルディックモダンな

カフェのカプチーノといつもの楽しい談笑タイム（男性の常連会員の下ネタ付き）で締めくくった、陽光おどる季節

の散歩会でした。 

 

第3回：8月30日（水曜日） 

テーマ：緑いっぱい、皆行ったことあるようで、あまりいった事のない Utterslev Mose を散策。水辺で軽食をと

るなど休憩、コース最後は、Bispebjerg Kirkegård  を通り、Kaare Klint が設計した Grundvigs Kir-

ke も 拝みつつ、Endrup まででるコース、全行程6キロ強。集合場所：S-tog,  Nørrebro駅。 
 

感想？：なんと、朝から断続的にしとしと雨。雨天中止となりました。いいコースだったのに！ 

 

第4回：10月25日（水曜日） 

乞うご期待！ご案内が近日届きます。 
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2017年9月 会員よりの メッセージ 

クラブジャパンでは、会員の皆さんにお願いし、自己紹介、クラブジャパンについて言いたい事等を文章にして

いただき、折に触れて掲載させていただいています。本号では、３名の会員にメッセージをいただきました。 

私の名前はAnnelise Raahauge、アンナリサ ローハウガといいます。年齢は６９歳です。 

今年の春に Dansk-Japansk Selskab の総会においてKlub Japanのことを知って、私も会員になっ

て、もしボランティアとして高齢者のお手伝いが出来るなら、もし私の訪問を望む高齢者がいるなら、 と  

入会しました。そして、日本語がもっと上手になれるかもしれないと考えたからです。 

長い間、私はあまり日本語を話す機会がなくて、これからは日本語を話す、書くことに力を入れたいと思

い、Klub Japanの会員になれば、上手になれるのではというのも理由です。どうぞよろしくお願いします。 

Annelise Raahauge 

 

私が 「Klub Japan」 に入会いたしましたきっかけは 友人からの電話で、「認知症サポーター講座」の

講演へのお誘いでした。昨年  長年の仕事を終えた私はその後 地域の 「Ældre Sagen」 のボラン

ティア ヘルパーとして  色々な種類のお手伝いをしておりますが その内のひとつは  認知症の人と お話

ししたり 外に出かけたりする事です。認知症をもっと知りたいと思っていた時でしたので、講演に参加さ

せていただき、多くを学ばさせて頂きました。ありがとうございました。 

今まで毎日の忙しい生活に追われておりましたが、やっと自由な時間を持ち合わせるペンショニストと 

なりました事を 嬉しく思っています。祖国日本を離れデンマークに暮らす事が共通点である私も デン

マークでの生活が 日本よりずっと長くなりました。同じ時代を過ごした方と 時間を共有できる事を楽し

みにしております。  

                                                                                                     澄子 イエンセン  



 

はじめまして。この度支援会員として登録させて頂きましたノルゴー順子と申します。2010年デンマーク 

に移り、デンマーク人の主人と6歳の息子、ミニチュアシュナウザー雄（犬）1匹とリュンビュに住んでいま

す。日本では10年以上看護師として病院勤務をしておりました。その他訪問看護や小児科クリニック、

健診センターでの経験もありますが、ブランクがあるので今はナースと名乗るのが気恥ずかしい感じです。 

というのも、デンマークに移住してから予想以上にデンマーク語の壁と医療免許の書き換えの厳しさに遭

遇し、残念ながらこちらの国で看護師としての資格は所有出来ていません。そのため今まで老人施設   

での介護ヘルパーの仕事、またハンディキャップヘルパーの仕事などを経験させて頂きました。現在40代 

後半に差し掛かり、若いデンマーク人達に交じって学校に通い、細々と語学力とビジネススキルの向上を

目指しているところです。 

デンマークの老人施設でお年寄りの介護をしていた時に感じたことを少しお話しさせて頂こうと思います。 

まず一番はじめに気が付いたことは、この国のお年寄りは皆大変自立しているということです。私が以前 

日本で出会ったお年寄りの方々は、手を差し伸べてもらえることを喜んで待って下さってた印象がありま  

した。ところが、この国では、こちらが良かれと思って手を差し伸べようとすると拒まれるシーンに何度か遭遇

し、複雑な思いをした経験があります。これは自分でできることは自分でしなければ身体機能が衰えてし

まうからで、自分の筋力や体力という誰もが持つ最も身近な資源を、最後まで最大限に生かしていこう、

というとても素晴らしいコンセプトです。次に私がデンマークのお年寄りから感じたことは、いくつになっても  

社会性が失われることがなく（認知症や寝たきりの方などは別ですが）積極的にアクティビティーに参加

され老後の毎日を生き生きと楽しんでいらっしゃる姿でした。 

そんな折に、知人よりクラブジャパンの活動のことをお聞きしました。今まで想像したことがなかったけれど、

異国で年老いていくということ。また異文化の施設に入らなければならなくなるかもしれないということ。それ

は日本という文化背景を持つ我々にとってどんな意味を持つのだろうか。それらの問題に正面から立ち向

かおうとしているクラブジャパンの活動を知り大変賛同致しました。私の出来ることは小さな支援かもしれ 

ませんが、その小さな支援が集まって、少しでも、この国で老年期を迎えられる日本の背景を持った方々

の心の支えになっていけば、とても嬉しく思います。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

                                                                                                        

 2017年9月 会員よりの メッセージ 
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9月17日 第8回 交流の集いより 

9月17日（日）午後、おなじみValby公民館でクラブジャパン交流の集いが開かれました。当日は突然雹が

降ったり、会場が開くのが遅れたりとハプニングがあった中、今までの中で最多の参加者に恵まれ、盛況な催しと

なりました。 

これなしでははじまらない、『日本の歌』コーナーは 

回を追うごとに楽器もレパートリーも増えており、 

アンコールでは立って歌う参加者も出たりして盛り

上がりを見せました。 

(ちなみに、毎回多彩なレパートリーで会員を楽し

ませてくれるクラブジャパン・歌のグループの皆さん 

の記事は、P3,4を参照ください！) 

今回のメインイベントとなったのは、落語。むさしの

亭三六さん（会員の鈴木理子さんのお父様）

が、アマチュア とはいえ日々地元のお仲間と鍛錬されている落語の技を、わざわざデンマークに来訪してクラブジャ

パンの会員のため に披露してくださいました。ヨーロッパにちな

んだ小話の後の演目は、『火焔太鼓』。調子のよい語り口

に、みんな聞き入ってしまいました。やっぱり、落語独特の語り

口というのは私たち日本で生まれ育った者みんなの記憶の底

に存在するものの様ですね。小気味よいテンポ、ほとんどº懐

かしさºを感じるお話の展開を会場のみんなと共有する嬉しさ

は、何とも言えないものがありました。日本からはるばるお着物

や寄席の音楽、お菓子まで持参で来訪し、周到な雰囲気

作りで私たちを故郷の文化に浸らせてくださった鈴木勝雄

（むさしの亭三六）さん、そして何から何までお手伝いくだ

さったご家族の方々、本当にありがとうございました。 お茶の

時間もいつものように和気あいあいとし、今回も、時間の経つ

のが本当に早い交流の集いとなりました。  

とても面白かった、むさしの亭三六さんの落語は、信頼できる 

Klub Japan の ホームページ の www.klubjapan.dk 

の【活動報告】をクリック 【活動報告2017年】 をクリックしますと 落語のビデオ、日本の歌、すべてもう一度楽

しんでいただけます。 どうぞ試してみてください！ 

http://klubjapan.dk/
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Klub Japan からの お知らせ 

第4回 さんぽ会は、 10Ὦ25 ˢ ˣです。 
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前頁からの続き  さんぽ会の案内 

 次回の 第4回 さんぽ会は、 10Ὦ25 ˢ ˣです。 
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https://en.wikipedia.org/wiki/Christian_X_of_Denmark
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前頁からの続き さんぽ会の案内 
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Lyngby Charch                                            Lyngby Mill 

  Sogenfri Palace                                             Mølleådalen 

Mølleådalen 

 

 

Brede Works 



Klub Japan では、随時会員を募集しています。   電話： +45  22 59  66 61  

ホームページ www. Klubjapan.dk                   メール ：klubjapan@gmail.com 

Klub Japan からの お知らせ 

今年最後の行事 KLUB JAPAN  2017年 忘年会 

  ΣΜΰΜ ϬννΦννʺϼжУЅаОрχ ḧρ2017Ϭ Ϥ ϤϘΰϡΞ͇ 

Ⱳʿ 12 Ὦ͏ ˢ ˣ͍2 Ⱳ 3 0  ϢϤ 

ʿMagasasa Dim Sum.  FlÑsketorvet 54 1711 KÔbenhavn V  

╥ᴥ :     180 ϼк˔К ʾ ΰ₅ϙṍ ψ 11Ὦ27Ὦ πβʻ 

 ̞  ╥ᴥ τψʺϼзІЫІχФйЉрЕ όˢPakkelegeˣ ϜḯϘϦϘβʻ 

̞ Magasasa ρΜΞйІЕжрψ◕ τ͏ᾎΚϤϘβΥʺ  KÔdbyenρᾦωϦϥράϧτ

ΚϤʺDybbÔlsbro ׄΤϣ ͑ χράϧπβʻ ꜠σ χ ʺ ϬϢΨᾋοʺΣḧ

ӸΜχσΜϢΞτΣάΰᴞήΜʻ 

Ϝ♁ϛϞβΜכּ πβʻϘθʺự τᴡᾎΤϯЅϯὉχ Ϭ μοΜϥΣ ΥΚϥ     

θϛʺΣṑϤχ∑τψ χ χ Μ σςτϜ πβʻ  

   ╥ᴥ ΰ₅ϙψʺ Ἳ◓С˔Ќ˔ЈрϘπʻƪƭǳōƧŀǇŀƴϪƎƳŀƛƭΦŎƻƳ  ἤ 22 59 66 61  

2ᴗ ЩжрГϰϯ Ԍ ›  

Ⱳ 11Ὦ19   12Ⱳ30  

 Vesterbro bibliotek og kulturhus  

            1.2ÊTove (͍ᵬχ͎‹ע, ᴒ: Tove ) 

   Lyrskovgade 4, 1.sal. 1758 KÔbenhavn V  

̞ ЩжрГϰϯᵓԌẉό Ⱨᵓ Ԍ ʻ τψיּ Ю˔иΥ ΦϘβʻ 

        Klub Japanでは 2017年夏より 会話の友 を始めました。 

日本語でおしゃべりができる、そんなお付き合いに興味のある方は、klubjapan@gmail,  22 59 66 61まで連

絡してください。月に一度程度、喫茶室で、お茶を飲みながらという無理のない形も、自宅においておしゃべりを楽しむ、

という形もあります。 会話の友が欲しいという方もボランティアをしたい方も、まずご連絡ください。 
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